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　高熱負荷に 耐 え うる 低域混成波 （LHRF ）ア ン テ ナ を開発する こ とは、次世代の LHRF シ ステ ム を構 築す る た め に ぜ ひ とも 必要 で あ

る。さ らに 臨界 プラズマ 試験装 置 （JT − 60U ）に おい て も重要で あ り、熱負荷の 影響 に よる入射パ ワ
ーの 劣化 の 軽減を 目的 と して 耐熱

性 に 優 れた炭素材を用い た LHRF ア ン テ ナを導 入 する 。
こ の 耐熱性 LH ア ン テ ナ は、既 設の ス テ ン レス 製の LHRF ア ン テ ナの 開 「］部に

溶接 され るス テ ン レ ス製 の ベ ー
ス 部 と炭素製の 耐熱 性ア ン テ ナ先端部か ら成 る

（図 1 に 示す）。耐熱性 LH ア ン テ ナ先端部は、電気接触 を改善 する ための 銅製　

高周波接触子をは さん でベ ー
ス 部にボ ル トによ っ て 接合 さ れ、ダメ

ージを受け た

場合に は交換する こ とが可能 とな っ て い る。炭素材は、炭 素繊維材 と等方性黒鉛

の 2種類が 用い られて い る。製作のキ
ーポイ ン トは、既設LHRF ア ンテ ナ 開 口

部 とベース 部の 溶接の 精度で あ り、除熱対策が 重要で ある。講演に お い て は、初

期的 なエ
ージン グ結果を報告する。な お、65 秒 まで の長時間運転で の最大 の 入

射パ ワ ーは 約 1 ．8MW で あ り、駆 動電流値は 約 1MA と 予想 さ れ る。
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　　JT−60U の しH ア ン テ ナ は 10 年 間、電 流駆 動 等 の実験 に使 用 し、そ の先 端部の 導波管に は熱に よ る変形 が 生 じて い た。本 来 の 耐電 力、

位相制御性能を回復す る と ともに 耐熱 性能 を向上 させ るため に 、先 端部 に炭 素製の グ リル を取 り付 ける改造 を行い 、こ れ を用 い た実 験 運 転が

11 月か ら開始 されて い る［1 】。先端都は 12 分岐導波管の モ ジ ュ
ー

ル 8個 か ら構 成され て い た が、その ままの 形 状 とす るに は、グ リル の取

り付 け ベ ース の 溶接作業に 困難が 予想 された。そ こで 溶接作 業が比較 的容 易 な 6 分 岐 グ リル とす る場 合 と 12 分岐 グリル とする 場合 に つ い て 、

高 周 波特 性 を評 価す る こ と を目的 と して モ デル 計算と 低 電力計測を行 っ た。
　　LH ア ン テナ は 内 部で 12 分岐され、それぞれの導波管の 断面寸法を変化させ る こ とで 、隣 り合 う導 波 管か ら放射 され る ；皮の 位 相 差 が 6

0 度 とな るよ うに設 計 されて い る。一
方、モ ジ ュ

ール 間の 位相差は 伝送 ライ ン か ら入 力 す る位相 差 に よ っ て 制御 でき る。時間領域 と空間領域

で 3 次 元 電磁 界 を解 析 す る コ
ー

ド
※
を用 い て、従 来の 12 分 岐 形状 をその まま延長 した 場合 と 6 分 岐 グリ ッ ドを接続 した場合の それぞれに つ

い て 3 次元モ デル を作成 し 、放 射ス ペ ク トル を評価 した。ま た実際の 解析に 先立 っ て分岐構造を単純化 した 低電力測 定 モ デル を製作 し 、コ
ー

ド計算の結果を良く説明で きるこ とを確認 した。
　　解 析 の 結 果、先 端 部 が 6 分 岐 に な っ た 場合、
単
一

導 波 管 部一12 分 岐 の 接 続 点 と 12 分 岐一6 分

岐接続点で 生 ず る 反射 に よ り、位相 差 や 励起 され

る 波 の ス ペ ク トル に 大 き な変 化 が 生 ず る こ とが 分

か っ た 。特 に モ ジュ
ー

ル 間 の 位 相 制 御 に つ い て は

12 分岐 式が きわめ て 良 好 な の に対 し、6 分岐 式

で は制 御 が困 難 で ある こ とがわ か っ た。
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図 1　 先端 6 分岐の 電磁界 解析 モ デル （1 モ ジ ュ
ー

ル ）

t．1

oeo

．604Dz

．15q 　
．10a　　

．50　　 0　　 50　　 100　　
1SO

　　
？DO

　 　 　 　 　 　 A Φ M 　〔deg）

図 2 　モ ジ ュ
ー

ル 間 位相 の 制 御性の 比 較

※ MW ・Studio （AET ジ ャ パン ）
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